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｡∴■lrj土1:jエ::三たとはとんど伺じく.オホーツク海は4dO軋以南.太平洋側は550甘か
■･トニ亡ユこにJて÷上ぷ1d20E以西の割1慣方海軌 280軋以北で1520遥から1400

‥にごJ上∴‡二1一周加･j班､28G土工以北で1520Eから1250Eにおよぷ九州南西方海

二歳上J=べこ直の如tである｡このはか290N､1550丑の南方定点海域でほ5月未か

ら11月轟弘につ･け約1迅乱おきに採水Lた｡

たお19占2年d月に行なゎれた踪弥観測で澤海水を採水L､放射能の判定を行なった｡

三.ごi･兄〟法

定よと同じく､和学技術庁拐｢放射能測定乾J=957年)に従って共眈法(鉄-■叩

クエ法Jにより凪埋し､日加計戯装儲で全放射能を側泥した凸軋定値の換算には5.5Xlロワ

キュリーの殻化クランを比戟試料として用い､皿印画であらわした｡

5.鈍足蕗果

(1)表面水の放射能

19dl年前半ほ本州南方海執九州南西方海域で1.5叩〝e/房前後､そのほかの海

域は1･5m押亡/房以下ではとんど天鮨のレベルに近くなった凸19=年7月以降の測

定値はオ1表忙示す如く､19dl年後半頭初ではなお同様の状態であったが､11月に

は苓州両方海域で丘2､d･9皿押e/扉､19d2年2月闘王5.2皿叩e/房という値が

醐帽れt九州南西方海域でも2･9皿仲中毎戸といぅ値が見られた｡5月に入ると調査海

域全域とも吉叩〝ソ房前後の値を示す様になり､占月には日本海で5.4皿押γ房とい

う値が副軌きれた｡
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測定値から採が時の放射能を正確に推測することほ出来ないが.日本近海の全放射能ほ.

19占1年9月北極圏の核講読再開に伴なt､再び落下塵瑛による直接の汚染と考えられる値

が11月以降翠川摘万海域で見られるようになった｡19d2年5月にはクリスマス､ジョ

ンストン島でも再開に至り､調査海域全域で放射舌巳の増加が見られるよぅになったが.深層

水は人工放射性物質による汚染ほ認めら九ていない｡

南方定点海域における落下塵挨の放射能

気象庁海洋気象部 ○秋 山 勉

書 付 広 三
一 中 沢 碓 平

1.調査海域および時期

19d D年までの測定結果については昨年までの発表会で報告した′さ､それ以降19占2

年8月までの判定結果について報告する｡

調査海域ほ従来と同じくt 290Ⅳ,1550玉檀甲心とする半径50マイル臨内(南方

定点朝潮船の位置｣の海域で､5月宋から11月始めまで採取Lた●

2.測定方法

従来と同じく､気象庁編｢大気放射能儲胤舶悼U(1959年】に従って､灰政虹(9凸0
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これらほ1958年7月のビキニ､エ王エトツタにおける連続壕乗購の最盛朗の10舟の

1-1Pd O年から19dl年9月再開前の1ロ0借に相当する値である｡

鹿近における核蛤先尭験と放射能観測結果

気象庁観測部 小 池 寛 治

1.核爆発観潮結果

1954年5月の榎爆発実験による異常徴気圧振動を日不で始めて親側して以来現在まで

に紀観副回数は7P回にのほっている｡そのぅち昨年討ヒ底圏のものが15臥今年d月及

び7月にクリスマス島ジョンスト㌢島のものが4臥8月以後現在まで北極圏のものが11

回になっている｡農大の振動が親調帽九たものほ昨年1ロ月5ロ日の1.2mb(7ロメガト

ンjでt今年の長和王去る9月2d日出ヒ極圏で行なゎれた0.占mり2ロメガトン)であ

つた｡

2.放射舌巨観測超果

今年に入ってからの雨の放射能の推移を与るとt牙1図のよきに2月から5月にかけてど

-クが見られる｡このど-クは昨牢宋北極圏で行なゎれた核爆発実験によるものである.5

月からd月にかけて牙2のど-クが見られるが､これは4月下旬から開始きれたクロスマス

塩寿命の

常値が観測

点近におけ

核種が発見

±∵二∴‥‥‥‥∵‥∵｢
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1962年春のピークlこついて

気象庁観測節 付 山 信 彦

1.上空の放射能

19占1年秋ソビエト実験忙上り成層圏円の放射能が急増し､15貼附近に東大濃度のと

ころが観測された｡これは丁メロカの観測結果とも符号する｡またフィンラント●のゾンデ観

測との比戟を示す(才1図参照ト

2.19d2年春のフォールアウト最大

定時､定立､浮遊毘の全ベータ測定値を用い､19d2年前半のフォールアウトの月々変

化せ調べたところ(戒廣を考慮j春季最大が見出された｡その結果を1959年の場合と此

戟して示す｡5月下旬以後に現われたクリスマス島実廣旺よるものと確認されたもの=院長

状況によるjは除外してある｡1959年の場合と比べ最大の現ゎれが時間的に遅れたよう

に思われる｡



海 水 の 放 射 能

海上保安庁水路部

日向野 良 治,長 屋 裕

塩 崎 愈,背 戸 義 郎

1.誓正方法

･一字と両班太平洋聞では摂潮を甲心とし､日本海でほ対島暖流を甲心として､それぞれの

相手1および蛙仰の海域別に合計約dロ点の全放射能軋定用試水と約10点の核種分析用試射

を踪旧し､軋定に出している｡

なお､照洋丸で採取Lた海水試料52点忙ついては現在分析甲である｡

2.調査結果

(1j 全放射能

国号示すよぅに昭和5d年5-9月はt黒潮の放射脚ミ2叫研であった｡しかし､

11月に旺核実廉再開の影響で5-4叫頓に､更にき丁年5月にほ占叫mまで上昇

Lた｡

日本海の表層水では､5d年糾王太平洋側より約1叫斗瑠高く2.5-5叫斗瑠で､

同年11月にほ4且pmに上昇している○更に57年5月尉王10-15且p昭までに

なりt亡の時季忙ほ太平洋に比戟して､日本海側の方が陸岸寄りの蕗城では5軌沖合で



主要港湾の放射能レベル調査

海上保安庁水路部

日向野 良 治,長 屋 裕

埴 崎 愈,背 戸 義 郎

1.調査方法

将来の原子力船の出入港に備え､平常時軋虫ける放射能レベルを判定しておくためt昭和

55年から主要港の海水､揮底陛酔物を採取し.その全放射能軋定ならびに馴蟻r､1即即･

1=C8専の核種分析を行なっている｡

55年には横浜港と神戸港⊥ 5d年闘王更に名古屋港も加えさ鞋について調査し､今年はt

横浜港と神戸港の2鞋について行なった｡

2.調査結果

海水払 55年､5占年と殆んど変化なく.全放射能ほ1-5且p卑セで外洋水の値と大

差ない｡

5占年の各港の平均値監ついてみ局と､横浜港では1■7士ロ･1且p招､名古屋鞋は1･9

丘pり乍､神戸鞋では､2.1且叩/管となっておウt有機物芯よる海水汚染の強弱と連の相

関がラかゞわれる○

海底の表層堆横物忙ついてほ､5d年も55年と大差なくt全β値監ついてほ横浜確が他

洋

装

‖
僻
目
組
側

1

を

用

転

置

■一

十】

【

鮎
功
気二

大

T▲

それぞj

とってコ

また､

牙1j

たもの-



羊､

∴圭一一一--てニニー㌻ニニニュJ

y _
-

一
-メーーー

ー~~

大･-J∴___-

､■1

-メ..__

γ_､_J一一=-･-~~=~

≠ 一

丁 ー

___X

二二≠ユニニム

~=∵メ=ニニ丁二叫

ト=~-二=T二二∵二二=~二⊥‥_

Y tt･】･･亡 ニ=~二~

萬一戸-1･ニ==■=二二==∵二

′/
､ _

メ:｢

1ぺて二束一二竺㌔
Y---=====ゴ

~

ナ･㌻す

/
=

/

′
･
ゝ
.

_モ･ユーメ

竺宝ニニニニニニ芦=ユニu項
二

~~~

■■~

=

ロ=二=L__=======

ニニ=｢∵㌔メ

--X
l

一 九

束二二二丁ニーニ｢===･1一木
y一一日一声､､

メ_｡三三ヲ
一 ∴

一一ニー ー･-t■■

メこ=一~-一

;二ニニ=ニニ･瑚

x_.二二三京~エ~-~メ
第一こプ_一

人_ __一-=-･

J

.ヅ

ーーーーーー■

㌧=-メ

J L一･九

■
讐
墓
石
二
誉
【
空
言
こ

塑
蓮
恵
百
-

肇
轟
竜
胆肇

中
凸
〓
W
伍

Q
巾

Q
叫

;l

【-ミ三
jl｡
｢i†1■†
~j≡椚

｣ミミ=

h

N
】
r
】

l

□
巾

已
ゴ
hロ
N
+
〔
こ



鼠-

∩】

計

鞄

値

100

○
¢
○

○

0

亀頭
0

｡○品
○｡

○

■

塵の重 き

0

nV

大
気
甲
の
放
射
能

10 20

塵の重さ

牙4図 放射能と塵の重きとの相関(工j 牙5国 政肘能と塵の重さとの相関旺J

える｡

なお､J線スペクトル分析を行なったが､囁杜若るしい結果は得られなかつたので省略する｡

以上述べにことから､

1】放射鯉の現在のレベルは､大気1血彗りほほ10/｣〃e前後である｡

著者の一人

に､南方洋上

1.測定結果

船上の集

旺約d時間

採.取した

らの判定値

軋定条件

直政利定

(¢十#に

ルター智そ

牙1図の

1)牙1回

外を除い



合わせると､こゴ1ほフォール丁ウトの樺嘩琴化の一助を示しているのかもしれない｡すなわ

ちフォールアウトは低緯度より中緯度で多いとい封陪果智示していると思われる｡

牙2回剰冠でt赤道付近で採取された試料の値ほ2つの異なった起源のものゝ和と考えら

れる｡すなわち加､出発により､高空に滞留していもものから降下したものと､爆発後此戟

的短い鰯閣内に閣下したもの=蔓半叔拗のものだけを対象としてjとの和になっているだろ

う｡この園ではt爆発後まもなくの落下物が少ないはずの甲揮既の値より赤道近乱低梓既

の値が小さい｡洗浄効果等の気象条件軋もよるであろうが､このことから､高空に滞留して

いる核分裂生成物は赤道付近､低経度忙降下し紅くいことが認められよぅ｡

牙2図は試料全部を一時旺J繚スづりロメ一声ーで軋定して侍ら九た図である｡

2.副定法についての考酎

この軋冠では2打ガスフローカウンターならびに0舶カウン∵ダー督促用している｡試料は､

フィルターの材質上､灰化不能なので.そのまゝむ形で軌定を行なった｡

この場合試料がフィルターそのまゝなので､フィルター内に入り込んだ塵からの放射線が

フィルター自身で吸収きれ､軋定結果を狂わすぉそれがある｡この点に閲し､向質のフィル

ターで実測したところ展悪の場合でも-10%以内であることがたしかめられた.

まに試料が吸湿して､やほり吸収を超す可能性がある｡2日､5日およ.ぴ1ケ月間デツケ

一声一円で乾燥して実利した鈷軋この点については全く問題ないことがわカ咋た｡

フィルター支持臭およぴフィルター自身忙よる後方散乱も計数効率を狂ゎせる｡フィルタ

ーによる大ぎつばな判定の結果､これも十1ロ%以内と推定された｡

ー疇ナ

ー･･･････････-･･事
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牙1兵 船 の 位 置
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北海道における放射能調査

北海道相生研究所 安 藤 芳 明

昭和5d年度における北海道の陸水並び旺食品店の放射能調査成親の概要を報告する｡なお

不年足後半期忙おいて､1ソ連の大型槙亮旗再開にともない､野菜揖の放射能汚染の増加が認め

られたため､洗浄忙よる除染試旗を行なったのでその結果を併記する･､

1.軋定方法

放射龍測定式料の詞豊及び判定方法等は.科学技術庁刊J｢放射能軌定法｣によった｡使用

した計数器ほ､料研梨千進式払出カウンター(マイカ軌厚き1.7叩/適､窓からの距離

10罰コりである凸

2.軋足結果

陸水並びに食品瓶の河原結尭臥それぞれ牙1衰､オ2衰に示す｡

牙1表 陸水の放射能(全β)
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巴デー
5.考 察

札幌市における下水､川水の放射能ほ､昭和5d年9月までは前年度とはば向程躍であつ

た｡しかし同年10月に入ってからは､ソ連の槙実験の影響と思われる異常値が認められた｡

襟裳岬の天水についても同様のことが認められた0

本年投下四半期忙入って追加策施された､･道内ニ5都市(札幌･帯広･稚内)旺おける陸水

の調査結果によると､井水についてほ異常ほ認められなかつたが､上水(とくに原水)にや

ゝ高い値が認められ.とく旺稚内市はいちじるしかつた｡これは天水(主に雪水jの榔冠結

果からも明らかなように.降雪甲の異常放射能の影響と考えられる｡

食品兢甲戯作物につぃては.10月以後に収鞋された野菜規を除いて.全般的に高い汚染

ほ認められなかつた｡フォール丁ウトの影響が10月以後に現われたため､牧草等の汚染ほ

寛質的に♯く､従って牛乳についてほ高い値は認められなかった｡魚介現についても異常値

ほ認められなかった｡

野菜鎮の洗浄効果について

フォールアウトによる放射能汚染を受けた野菜(とく旺尭菓削嘲の汚染除去は.乗の種

掛こよってかなり兜易のあることを先払経成した(放射能調査年報-1､昭和52年卜即も

表面の滑かなものに比して､細毛の野生した棄で払簡単な水洗程度では落ち難い｡そこで今

回､市版甲性洗剤､二巳TA等智用いて其の表面を洗浄した場合､どの程度の除染効果があるか
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2.2cpmで10.1/岬亡/A昌b5D8呵)であった｡

牛乳は5.8Cpmで15.8/叩C/A日h500咽であった｡〔昨年は2.7cpmで12.4

/り托/A日h5D O呵)叉｢太倶の尭｣は41.5ep皿で約190.0/叩C/A告h50D叩

で.松島特産の｢のり｣ほ4.5亡pmで2口.7/叩C/A日b5Dロ呵(昨年ほ5.Ocpmで

15.8/上〃C/ASh500呵〕｢かき｣ほ乱0叩mで5d.8/叩亡/ASh50ロ呵であつ

た｡(昨正ほ15.8/上〃e/ASb5ロロ呵〕

牙1図■(雨の放射能測定値(定時,仙台管区気象台測定値J)
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乳牛飼料については北葛飾乱入間郡所沢市.大里都の各乳牛飼育農家から19dl年5月.

全軍1ロ月.19d2年5月に粗飼料〔王として牧草ユ並びに碗厚飼料(配合飼札ふすま.

ねかなど1を採取L､=sr分析を行ったが.牧革またほ野茸ほ19dlト圧5月が一番汚染が

少くて55～75Jり沌/鼠 CaうLlO月ほ4ロ～9口〃〃C/鼠 Caであったが､19d2年

5月にほ180～2占8/叩C.Caと5-4倍に増加した｡一万配合飼料は殆んど変化はなく

7-11/叩亡/丸〔旭であるが.これに自家墳の粉砕蒙やふすまを申じた場合には2d～d8

/り托/軌 Caと汚染が増加している｡従って.乳牛に抗仮せられる=srは主として甘all

oはtにより汚染さ班女茸や野置またほ目家製の米麦智加工したものから来ていて配合飼料中飲

水(井戸水)によるものは極めて少いと思われる｡

｢茨城県における食品の放射能汚染｣

茨城県衛生刷発析 斉 藤 功

浅 野 京,森 田 茂 樹

茨城県における雨水.落下臨の全放射能ほ.1959年以降急激に減少したが､19占1年

9月以降再び上昇をみた｡陸水及び食品もこれと共に増加を示した｡そこで.食品の全放射能

の年鑑推移と共忙.二三の食品旺ついてストロンチウム9Dを冠畳し.検討を加えたので報告
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2.食品のストロンチウム90分析

Sr分析は､科学技術庁の｢放射性ストロンチウム分析法｣〔19dO年5月)によって

戸触＼低バックグラウンドカウンターを剛､て･放身拙を測道した｡

帯2衷 食品甲のストロrこ′チウム90分析結果
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Ⅴ 考 察

a=陸水では天水が敢蕗値を示しているが.これは｢ドラム｣管の甲へ雨水を貯えている方

式であり､試料としてはその上荘蔽を採取した｡

1-5月を｢ピーク｣として減少している｡上水原水にも同随の傾向が見られる｡

b】海水ほ能竜半島の東北端緑剛岬より凡そ沖合200哩の地点まで5ケ所に悟って県水産

成顕揚･乃協力を得て採仮したが.汚染の致候は見られなかった｡

C)野盤はいずれも他の食品に比L.高値を示している｡

1月の｢きやべつ｣が著Lく高いのは.試料調製時の水洗が不充分であったためと思考

される｡

渡過村政用による放射能除去lこついて

石川県衛生研究所 板 倉 韓

Ⅰ 概 要

濾過材を使用した｢丁イソトーブ｣除去については.イオγ交換法その他色々と検討され

ているが.｢フォールアウト｣に対する塩過打として珪藻土を利用Lた場合は少いと考えら

れる｡特に太県旺おいて産出される珪藻土旺上る新法を試みたのでその結果を発表する｡



Ⅳ 異観払果

試料として5エ4･1エ採水の天水を使用し･製造条件の臭った温過甘5臨について放射能

除去効果む税討した｡

1I温水90-110/叩C/g P辻占･4蒸発残留物52ppm

2I低適材の粉末度.25ロ{⊥500メッシュ

5)胞過速度1-1.2eソmin/m5

打巨艦過後の水 pE占.4 蒸発残留物48ppm

5ユ放射能除去率(2回平均値)

a)59%

b)7ロ%

C)d2%

上記の結果より可成りの低過能力があることが判った｡

然し製造条件を兵旺すると効果に有意差を認めることほ墟過材自体の改良紀聞題があると

考えられる｡

一万市版品の｢オノダライト｣,｢パームチット｣t｢パーライト｣等はいずれも底値を

示した｡

Ⅴ 考 察

瓦鞄ま捷醍士利馴こよる｢フォールアウト｣の除去効果忙ついて検討した結果を発表する

が.実用面においてほ､未だ満足すべきものではないので､今后更に検封を続ける予定であ
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静岡県に放ける放射能調査

静岡県南生研究所 野 口 政 揮

植 松 甲之介 ■ 芝 節 子

1.まえがき

静岡県下における最近の浮遊鮭等各塩の汚染択況の概略は次の通りである.

2.調査対称

1)浮遊塵 2)雨水二 三‖落下畠 41陸水 5I食品専

5.調査括具
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註 野菜の臨琉

5占年12月～57年4月 かんらん
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(軸定方法〕

試料の荊処避はすべて科学技術庁放射酪測定基準小委員会鯖｢放射能瀾定法｣(1957)

に従った｡

(軌定結果の横顔)

試料の踵別について･未調査鶴間甲旺示された最高値及び平均値を第2真に示Lた｡これら

の僅から軋ると･ソ連で核爆発軍政の開始された19占1年9月以降において､雨水(苛立採

水)･浮遊鹿放射能の最高が10月中旬から11月初旬にかけてあらわれ-これ旺伴って下机

下水洗涯吻及び野菜〔ことに尭削の放射能汚染が増加して来た019d2年に入ってからほ.

1･2月の測定値は各品目とも一時低下したが､5月甲旬上り占月にかけては雨水の定時採取

測定値より求めた放射性降下物の月間降下且は19dl年10,11月のものを陀るかに上担

っておn､文これちの各試料の放射能の減産祀遅くなっている｡今年春嘲における放射能汚染

ほ核爆発契鹸停止甲のものに比威するとかなり勧化､異曲直後の朝潮値より大きいと飴諭さ

れる｡

なお･茶測定期間における測定値の変造状況は･降水ほ畳床耽〕:第2臥降水〔定時採

削:箭5臥浮遊塵:窮4乳落下塵:第5乱費知県衛生研究所々在地を中心とした=適量

の降雨による放射性物質の月間降下概量‥第占臥下水〔流入丸下水沈澱物ユ:第7臥野

菓〔某削:第8臥根菜:第P図一息見解:器=ロ乳牛乳工馴1図旺図示した｡

第1表
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があったがlこれはt9月規晦忙降下した雨水や浮軸中の放射性物恥よる汚染にもとず

くものと推察さ九石｡
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2.河 川 水

上水道水と同じ凛領でt･大和川と淀川虹ついてまとめたのが第2表である○表中I国豊橋

は下高野僑の上流にある｡

第 2黄 河Jtl水の平均値

5d年d月
-

8月

f孟左芸8月~芸簑
12(10.7士2.占)xlO~5

12(餌士25)-

15て丘8士2.8)′

i検体数 〝即/hg
H

大 和 川(国豊橋) 5(2上土5.d)xlロー5

〝 (下高野腐) 5 (五9士五占)■

牢 川
.

5 (5.2士5.5)〝

核実験の影博ほ淀川上りも大和川の方に上りょく現われている傾向がある｡これは淀川ホ

ビワ湖旺その源が求められ､放射性障下囁がここで稀釈されるというところに原因があるの

かもしれない｡

なお､大和川旺ついては､57年4月旺は〔"仕4.2)xlロー5押り血gと高い値を示

したが占月､8月はそれぞれ(8･5士2･5)xlロー5押eル且(ヱ5蛇占)xlロー5仰ルg

と下っている｡

5こ 下 水 道 水

津守下水処理場の試料について測定を行なっ島その積果を第5表に示も

第5表 下水嘩水の平均値

5d年4月-8月 57年4月-8月･･一;;‡ ･･;;
=

些王
j検体数

m m

択健

三 野

5

能が

吻の

8.雨

当

放射

た回



フラソスの実験を反映して3月1日には5･ロ印〝eノ略4日旺ほ乱7裡〝e/和が計

削れたが､その前後ではほとんど放射舌巨を認めなかつ転社って年平均値は0.08脚/

町gにすぎない｡

制 帽和5d年(測定躇故95)

9月のソ連の鞄路再開までは前年に引き釦､てはとん･ど放射能を虐めない程度であった

が､9月中頃より増えはじめた｡

揮水盛1ミリ以上の磨の最大値ほ2･94岬ルg(12舶日)であるが､峰水屋の少

い場合には=H2甘岬ソ触β(□･1ミリ､-･一月-4日き､5･58丸印ン旬ゼ(0･4ミリ､

11月24日)､"硝化ルど(ロ･5･ミリー12月2･4日)t5･-1紳ルg(ロ..dミ

リ､12月2d日)が計刺された｡

占月までの平均ロ･ロ帥e/略7一戸月の平均ロ･ロれ里把ノhゼに対し､†ロー12月

の平均は1･d印〃e/hgである｡

7月15日〔降水飢5=)の貸7帥〝e/れ押帝大でtその後苦しく滅少してき転

占月までの平均は1･1叩〝e/hgである｡

2･落下鹿について(表2)

大気汚染調奄の目的でおいた降下煤塵計枇捕鵠きれた嘩下奄中の放射奇巨は54年旬

月の明相即ル刑郎1ロ･ヵ軸晦点岬均)を頂点として減少したが､55

年5月には了ラソスの鞘による小さなヒータが見られた｡5占利口月から射軸報

再開のため急激旺土曽ヰ･I ll甘brけ王.カ ー亡=､.‥._
ノ_▲王ノn⊥▲__

_



乗 5 放射能の比較

岡山県に放ける放射能調査

同山県衛生研究所 山 本 底 意:,書 村 広

南 雲 努,三 宅 雅 子

広 岡 静 子

19占1年4月より19d2年5月までの､放射能調電の概要を報告する｡試料の調製測定

は､科学技術庁放射能測定塵嘩小委乱金利定の方法により､神戸工兵製1ロロ進型8朋管計数

蓑置を用いた｡計数器効率は､比較試料口品を用いたとき､･約15藤である｡

1.唾水忙ついて

であ

月に

る｡

2.食屑

果頚

玄米は

かつ史

等の倒

であて

19d

epmノ

った｡

5.其

天力

画酎

均す∃



鳥軍県における放射能調書

鳥取県衛先研究所 宮 田 年 彦

浜 膚 久 忠 犬 西 千 江 子

19占1年脚こ雨水.睦水および各値食品について実施した放射詑測定調査武威の艦要を報

告する｡

式料の調盛および胡痘方法はすべて｢放射詑測麿癌｣(科学技術庁､放射能調査測定基卑小

委員会､1957)にしたがって行なった｡

Ⅰ.雨 水

当所頗内において採墳した雨水忙ついて定時観刺を行なった｡

放射籠は1すdl年8月旺は10epm/g以下となっていたが､9月から急速忙増加して

11月9日旺は本調密閉始以来の最高の放射能(d48dep皿/g)が噴出された｡しかし､

その後は戚少の喝向を示した｡

Ⅷ.陸 水

a.上 水:菜■戦争水場の原水の放射能は中嶋月旺は極めて少なかったが､9月から急速に

増加し､10月には最高値(50.5epm/g)が測定された｡しかし､その後住また次第忙

威少した｡

b.井 水:井水(鳥取､倉菅､米子)には放射能はほとんど認められなかった｡

果

多か

ま

･鰍

epr

よる

てい

の事

b.劇
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(メタノール､ユタノー′レ)旺限定きれろ○嘲これらの地域札年代別の囁科の入手軌確

言すれば試料の保存はきわめて博れ屯あっても量的旺は不足である｡伯榊照となる加a丘

亡arbon試料がない｡たとえば､前年より開始したThrmolの地域的あるいは年代的考

雛壷足する慮味で､厚生省腐生試疲所薬用植物栽培式墳凰武田廉滝上菜京都式鹸曲囲お

よび伺研究所､高砂香料､小川寄稿専に成科の存否を照会したが､あっても年代不明､輸入

品､産地不明､壷不足寺痘局目的を適せなかった○エタノールはわが国は頗儲遡品でt Bl-

anC te8t
の対席となりえないが､外国では過半は石油化学亜品たるDeIad.carbon

性である｡しかし専売法のため嘘人できない○そこで迂遠であるが､石油Craeking 亜

満たるEthylenら 0Ⅹi且8を還元して合成した｡

劇 前年より引戎き､毎月一回空気中の炭亜を摘果してきたが､ソ連の壊爆発尭醜聞始規庫は

毎伺周初の5日間に捕集することとしj針ヒした｡

この測定は当初いiuid,8Cintilla七ion counteriによる方法を考えていた

が､COlをMgCOI一班ge‡→CIH王 とA亡叫rlen8に誘導し､もOWbaek eoun-

terとして定評あるM･B･L･E･PrOt>Ortionalcount8r を洞うることに密度した｡

(装置については偲合研究課題の11ロ,IHの測定の胡重層り

(4)やまじそ中のThymolをmethyle8七色r に誘導した試料およぴプト酒中のアル

コール試料旺つ亡､Tllc濃度如iquid･BCintillaion counterで測定したが､

その年代変化は次のとおりでもる｡

11c鵡度

卦を入手

M8nthl

ng`の測

1.消 磨

昨年1

た天水j

よぴ､辛

試料`

碑法をj

判定t

た｡

2.調



飲料水中のItsりこついて

放射廊医学確含研究所
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第 4 表 原水の脚Sr (〝〝e/g)

19d2年い9d2年い9d2年
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昭和牒6年度海産生物中の‖S一について

東海区水産研究所 戸 沢 冊 巳

度 辺 和 子,床 井 癖 之 助

昨年度にひきつづき数種の海洋生物についで○日rの分析を行なった｡各生物グループごとの

平均値な覇1真に示す｡

各れレープ間には昨年度指摘したと伺傾向の差異が丸られる｡すなわち海藻のレベルが相当

高く､亀項(カラフトマス)~も他に捷してやゝ高い値を示す｡見境等のペソトスの値は底く､

海嶺頑の約バロであった｡

第1表 5d年度各海産生物れレープの%日r

海産生物･〆/レープ

海 療 項

プラソクトソ(アミ溺)

魚 頑 ■内(サケ項)

魚 類 骨( 〟 )

見 肩 肉(アサリ)

見 頃 確( 〟 )
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1961年海洋生物の全β放射能について

束海区水産研究所

昌

司
孝

茂
商
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県
木
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本
錦

0
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村

域

木

.郎

至

輔

二

廉
秀

甚

19占1年に太平洋側で行なわれた癖渾生吻放射能調度の資科､および前年までに得られた

攻軸こ基づいて海洋生物の感嘆別全放射能水華､虐胡虹よる特性､地域性および癌年変劫など

についてその既賓を述べる｡

1.生吻郡別放射能水皐と蹄頓による特性

19dl年における生物部別の平均放射能は年間をならすと窮1表旺示すように例年とあ

まり大きくは興らない｡しかし励物ブラソタト山王例年より高く､又饉来第2位を占

めていた借物ブラソクトンⅧこ代わりナヤコ胡が劇物ブラソクトソ忙次いで大きくなっている｡

これは9月に始まったソ連の核実験の病巣11月の相模丑旺おけるナヤコ類の消化管内容物

が傑増を問わず全面監殆んど1,08ロ且Pm を示したことが原因である｡叉埴吻プラソクト

ソが動物ブラソタトソの1/4という低い値を示したことはその壬生塵域である右岸特忙東

京湾において核実験停止中の春･および壊棄倹中旺おいても2ロ0且pm以下を低迷した羊

とによるものでもる｡食物適確旺よる生物間､および代謝等による俸の各部位聞の放射能の移

行は徐々に行なわれつゝあるが､特旺プラソタトソ死囁からのカソテソナヤコ項囁内への啓
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一傾にネタトソ､ペソトスの放射能はすペて長寿缶のものゝ丸を確認しているが､･/dト年

11月に採集したカソテソナマーコ額の筋肉は採輿鰻10-50日の用聞内ではÅかけ上の半

減が24-45日であった｡カソテソナマコの筋肉の放射能がこのように比較的短詩命であ

ったことは今回始めてのことであるいこのことからその消化管内容物は時として垣寿命の核

塵を吸収しつゝ､長寿命のものを成し､･ある水華に近づいてゆくのではないかと考えられる｡

5.そ の 他

プランタトソ放射砥の海洋忙おける垂直分布は倭共感停止中虹は表噴から下層まで均一的

であったが､倭尭痍再謂後には身酎坤､及び下層に便べて政情高く､fall-1rut
の影

響が明らか忙認められた｡

′占1年中に測定された1,ロロ0笹以韓のペソトス放射宙細水嘩はtl･000～2･ロ0ロ

mの深さではナヤコ領以外の5試料すべてが5β以下で平均放射詑は盛か忙25･d且pm忙

過ぎない｡又2,00ロー5･000mでは屏確沖St･丑5で腫られたヤドガリスナギソチャ

タが唯一式科であるがこれも5∂･以下で8ddpmという低い値を示している¢しかしナヤ

コ項で･王相模灘中央部の深さ1-450仇わカソテソナヤコ一式科であるが筋肉552ヱ丘p叫

消化背内容榔土1.ロ45･Odpm という高い値が得られた｡この事英ほカソテソナマコにおけ

0
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1961～196･電年産野菜類のtlSrI

刷ヒ$およぴモの他の核種濃度について

放射線医学確合研究所 0市 川 籠 嘆

江 藤 正 子,寺 沢 倶 介

野菜舶鯛中モのせつ舶もかなり大きく､かつ放射性ワオー′レアサト忙よる汚染の影嗜

も大きく受け易いものであるが､その膚痛の甚だ多いことによって形軌生乳生育条件の多

億性がその汚染度を大きく変動させるものである｡従来日本では195占年から19dロ年ま

で鮒的に訃析測定結果がぁるのÅで各年における汚染度の変遷はよくわかつていない｡

195占年韓朗 7-9叩e鄭sr/晦(2痍体)

=57年 5-･25仰亡聞古r/晦(d検体)

1958年 2ロ～2ロ0仰脚日干/晦(5検体･)

19dO年 2ロー 50押e甲的佃(5暁休)

5d年碍偶の値があるの丸であるQ

ここでは=占1年5-占月と1ロ月以降19占皇年■ら月までに全国各地衛生研覚所の協力

で保原された野菜監ついてヽ=srぉよぴⅢ廿日濃度を発煙硝噂分社法およぴジビタリルアミ

ソ一塩化合金法旺よってそれぞれ分煙測定を行なつも19dl年5一占月試料における帥sr

科の入で

あろさ｡

短寿命

8.1一-5m

O.1一-2
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1961年秋在天豆および大豆製品の鱒srI

llTcs温度について(予値調査)

放射線医学躇合研究所

0市 川 痛･餐 一 江 頗 正 子

豆偵はわが国の食生店においてかなりの豆利用されており､かつCa含謹の多いものである

から､豆製品からのC乱せつ収は金口aせつ戟の2ロー25節旺のぽるものでもる｡また､植

物であることからSr/Ca比は曲物性食品に止して高く､したがって安痘元素牒rのせつ収偲

としては他の生野菜全体に匹敵するほどである｡このことは将軋地上蕃頗劃日rが増大する

につれて､7オー′レアけト降下零の影響より寄席舶;大きく支威するようになり､定家Srニの

含瞳の届いものほどWsrの含有量が高くなることは明らかであるからヽ豆製品は郭日rせつ

囁源として次卿こ増大するはずである｡これらのことから､従来調査の盲点となっていた大豆

鼠引こついて帥日r,l】Tc日の分析定量を行なったが､未だ少数の結果しか得ていないので､

予傾的調菅の段牌である｡

商果は衰に示すようで､大豆は19dl年秋の産物､他の製品は19d2年2月市版のもの

でもるから､原料大豆としては19占1年またはその前のものといえよう｡各品物旺ついての

18sr濃度は知日r′叩e/卵aで比較するのが合理的であるが､員そ､なつとうほ19dl

■ヽ



その後19占1年までは骨折誤蔦の範聞にかくれて仰srの噌域の傾向をはつきり認めること

はl胡蝶であった｡

19占1年魔の米はちようどソ連の接嘩発再周期忙収挿されたものでもるが､前年僅のもの

に比べて,8sr･u-c8とも旺特に増加したとは認められなかった｡これは核爆発再開後の

知肝や山一e8の輝下が余り多くないうち虹米が収確されたためと考えられる｡

19占1年塵白米中の 油日r及び11Tc臼

(昭和5d年9月-11月収雉)
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萌一乗 牛乳中の脚日rのサ布

年･月･日

19占1.11 1i(千 萌)

11.11

11.25

19占1.12.1

12●15

(北海道)

(新 潟)

〔九 州)

(北海道)

(新 潟)

1ロ.ロ士エロ

18.1士5.ロ

1エ2士5.吉

1鼠1士2.吉

エ5士4.4

10.8士5.1

(九 州)暮 2､1士5.0

(千 確)

( ∫ )

( 〝 )

〔 〝 )

( 〝 )

( 〝 )

ム占士4.5

エ1士5.8

5.2士4.4

4.5士5.1

5.8士5.2

5.0士4.0

i 日･ロ･

ヱ5士4.5

呈0士5.1

14.5士占.5

14.5士5.9

1占.5士2.7

占.ロ士5.占

鼠8士4.占

2.ロ士5.1

丘口士5.9

占.占士5.5

5.2士4.9

5.8士2.8

4.9士2.7

4.7士5.8



5･牛乳中のC.U./S.ロ値

匝)時期別変化

全国平均におけるC.ロ･/S･ロの時期的な変化を調べて入ると､昨秋の11-12月

は約5.2であったものが､来年新春忙入って4.ロに溝ち､2月､5月と痛まって約丘2

の値をもち調度爛では最高であった｡さら忙4月､5月､d月には次第におちて､府5.5

の顔忙ある｡C･ロ･値の変化は比醸的に滑らかであるから､主にC･U′乱ロ･値め変劫の

主因は日.ロ.の変助から超るようである｡

中丸中の 榊c8と 脚日r比
1.時期別

2 5 占 7 8 9 18
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4.乳牛のCa給与動こよる牛乳申のII肝･即c8の差異

直来の畜産試験場慣用法により供親牛の一痢ほ対照区と伏そのまゝ飼い続けるととも

に､肋2鎖忙は備に給郎a儀せ多くして(同時にPO一をふやし灰分平衡のもとに)

軌､歳けて丸亀その年乳中がl日rt及びロt即の含瞳を胡乱た爵果は第二表となつ

第二表 口aの給与鹿による牛乳中の油日r,

別口8 升席達の差異
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郎のレヘルとの聞忙何らかの脚抽軸帥ないかと輔車楓､たためで､もしt相

澗が周られれば､もユタリソグの対段上することができるからである｡その培果､年の個体間

の′ミラツキは大きく人のレベルの一口ローー0日ロー弛示すことが判った｡

又l瑚占日払は生年町外部からレートメーター旺よって甲状躁の放射百巨を鹸出すること

ができt帥ルを軋た｡-0月撒こは午の甲棚恥ヘルは戚少すると楓外敵

ら噸軸甜帥馳示した｡これらのことから午の甲棚の外部よりの放射能刑虐が人の

甲状暁レべ′レの大まかな推動こ段丘ちうると考え叱

責1年軋中のⅠ--5-(叩亡/g)
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嚢5.利昭川(妻沼)での,～計一事Ⅳbおよび川Ru-1"Rh

の樺時変化(〃/化/ど)

貼ヱr-IiⅣb 肌Ru｣弼Rb+

,d2.5･27 ｣15･4 4･0

〝 4. 占 22･9 4･5

〝 4.2d 占･5 4･0

∫〟 5. 5 14･5 2･5

〝 -7.25

J 8 ● 2 5

〝 9. 5

7 ● 占 8･7

4 ■ 5

5.占 ロ ● 5

+川`Ruのん旺ついての値

表4.河川水中がちzrニ,i的およぴl叫Rは-10`Rh(叩C/g)

帖zr_I5Nb 伽Ru｣鴨RIナ

信 鰻 Jtt

阿 賀 野 川

利 根 川

5･8 0.7

5.9 0.5

4 ● 5
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人骨中の一叫s一について

放射線医学偲合研屯所

腐≡:辺 博 置,佐 伯 誠 道

′J､ 御 車,田 中 墟 一 郎

富 川 哺 男

日本人の人骨への則srの沈着粗壁を明らかにし放射能対熟こ侵するため､1与Idl年旺は

東京､大乱京都､新潟より452碗体の人骨(主として肋骨)を成東し､そのうち151試

料忙ついて､19d2年に､･土東京､新偏より虞壊した218痍体の人骨(肋骨)のうち11ロ

.試料の粥srを定量した｡
佃srの分析は鞄嘩硝穀卦維法忙より行ない､低バックダラ中ソドカウソターを潤いて計測し

た｡天然Sr骨壷は昭和5占年度放院研年報記戚の｢炎光分析忙よる人骨の日r定造法｣忙よ

り壱達した｡

19占1年の制定結果は軍1-2表の通りでもる｡試料は各年告別忙分け､天然訂の含達

はCaとの叱の1.Dロ0倍をもって表し､帥日rの剋王Cal弁当りのマイクロマイクロキュ

.リー故(ストロソチけム単位)で表した｡19d2年の判定韻果は現在値哩中でもるので口答

堵表する｡

笠 1 表
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日本の日常食のSr98汚染度について(戸)

国立栄垂研究所 速 水 沃 地

昨年､第1朝匿おいて､日太の各地において日常摂られている食餌虹含まれる日r‖の宜忙

ついて.全国から7地方を選び測定した結果(19dロ年鑑分〕を報告したが.今回はこれに

引絞いて行なった19dl年鑑の就航について報告する.

調査地庄は昨年旺とほぼ同じであるが､こむ他に19占2年2月に追加して行なわれた東京

福岡､駅南の王地方を含んでいる｡調査時瑚ほ19占1年分Iこついては昨年乾と同じく8月及

び11月附近.1他室忙おいて鶴めたサンプルはその地底18杜帯の各1日分である｡

分析方法も荊報と同じく.各食餌の灰化物について科学技術庁制定の〝放射性ストロンチウ

ム〟によった｡

第1表忙地区､集収靭､成人及び子供別の数値を.箭2表にこれ等の地方方坪均値を示す｡

今回の値では新軌山形､福臥 石川.熊太が7-10′叩¢ の範組旺あつて他の地万上n比

輯的高かった｡また.2年連続して調査盲托し竜北海道その他の5県を昨年娃と比戯Lた場合､

一元的な変化はなく､一般旺､地敏弘年次別忙有意の轟があるかどうかほ現在の畏l唱でほ判

定できない｡

なお五年の2月以降8月までの各地の試料忙ついてほ現在ま･鰍た分析結果でほ､2月迄
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れは体内111cGの全宜(叩りが得られる｡

この報告でほ､この方法によって体内宜を推定しね

2.食餌の分析値から的引立の推定

日光人における人体と食事甲の天然セシウムの分析値〔表1･お上び蓑2■)から･一日摂坂

出を110倍すれば体内丑が得られることが判るから･1】Ic8についてもこれが成町立つ

と考え.日常食の分析値から体内丑を推定することができる｡

5.口茶人の人体内の=c8レベルの推定

以上の方法を剛､て.19占0年2月以降の目玉人の人体内の‖Ic8レベルを推定する

と未5.のょう忙なる○※印は日茶原子力研究所におけるヒューマンカケニ′β一監よる分析値

で.よく一致している○

また襲旺あらわれている19占2年5月の軌､値ほ･19占1年秋に再開されたソ連の巽

脚こよる正接汚染の結果があらわれたものと考えることができよう｡

こ仙川三ほ下;氾に発表済またけ発表予定である｡
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毛瞳の地租の触寸吐浮遊睦に対すも効率の弛匠について

放射紋医学抱合研究所 渡 辺 博 信

阿 部 史 朗･小 口 堆 喪

槙緊輸に上るフォール･アウトの正軌珊凱な鋤こ放射性物価扱槻での放射性徴粒子

蛸性を正確に把握することは重要な問題である･この間駄凱て-･まず考えなければならな

ないことは､その捕集効率であるけこのことは以前からいろいろ調べられているが.完祉解

決したとはいえない･われわれは5占年産旺おいて､対象を相和放射性浮遊塵旺求め.環

め



4.フィルター間の相関

いろいろなフィルターの計数値の

差異をみるために.集塵場所.吸引

時間を一致させておのおのの計数値

の相関をみた｡箭1,2.5.図には.ミ

リポアAA-ミリポTDA.ミリポ

アAA-メソブラン2､ミリポT

AA～東洋濾紙麒5A(大口径の場

合〕間の関係を示Lた｡私鉄両軸

旺おのおのの集塵後約10時間に判

定されたep甲/崩｣alrの値をとつ

たもので.各点ほ当然原点を通る

450傾いた直線上にくるべきもの･

であるが､大きくばらついている｡

ミ
リ
ポ
7
D

A

ミリ ポT A A

届1図

AA～DAは一般旺I)･Aがやや大き(､これは集塵効率

と矛盾しない｡AA～メyブランは大体よい対応が良られるBAA-5Aもばらつきほある

が､一方的な傾向ほ見られない0 このばらつきほ大気中の放射酪酸の分布が非常に

トーー,
乃
-

/ノ

不均であることを示すと考え

られる｡このことは箭2表忙

示したフィルターで直接侍ら

また,

TAA

計数比

ら潤定

数時間

対して

が短い



1 2 5 4 5 占 7 h

箭5園 D白C乱ア ロ止rV母

5.おわりケこ

以上,放射性浮遊鮭に対する集超勤率およぴそれに関連する問題を調べた結果を示した｡

これから､現用されている装置ほ､問題を集臨効率に限れば､最近の放射性浮遊旗Fこ対L

て､おおよそ予想どおりの性能を有することが確かめられた｡

ただ､大気甲の放射能覿の粒鑑分補がゎからないため､間接的な方法しか剛､られなかつ

た｡虫近A11七0皿乱七ic Par七三C18 Coun七日r an且 日1富8rが設置され､こうした

粒猛打布を多畠の試料旺対して直接測ることが可能忙なったので､いままでに作られたカス

†
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2.踪収場所及び操舵日

採 取 場 所

札i捉1.(札嵯市北20条酉サ丁白,北●た盤場)

札幌2.(札幌市北1日.条西占丁目北大触研)

仙台〔仙台市北d番Tt東北大盤学訊)

千乗 〔千柴市措紗町25口,故医研】

新潟1.〔旧后波川北岸,万代惰と昭和摘の甲間〕

新潟2.(新潟市西大畑町,新潟大理学部〕

大坂〔大阪府堺市新家町,大阪府立放甲研)

長崎1.〔長崎市道原町2丁目〕

長崎2.〔長崎市昭和町,水源地)

採 取 日

19d2年 7月22日

7月2五日

丁月25日

9月15日

8月1d日

8日1占日

8月15日

8月21.日

8月21E】

5.甜 冠

含有横転の定盤ほ主として､r線スベタトロメトリーによっておこなった｡この場合採取

試料ほ､1口0℃以下にて乾艶処理後､砂礫を除去し､植物片ほ附ヒして試料に加えた｡潤

違ほプラスチック製1ロ仰咋XlO珊の円許形試料容器に入れて､1弘〝x2〝Na工〔Tゼ)

128チャンネルr線スペダロメ｣クーを用いておこなった｡含有量の少い下層士について

をも 化学的処理に上り抽出し測定することを試左ている｡

攻妄にr線スベタトロメトリー忙よって侍ら九た結果の一例を示すが､18霹前後の淵定



iiI強放射能粒子の分触

弘放射能粒子を他の非放射性の粒子から区別して1個だけ選別する操作は如よう旺Lて

行なわれた0…ヵウニ′メで粒子の存在を確認Lながら鯨紙片を切断し､盤後に粒子が含ま

れている紙片を1～2節咽角くらいまでに細かくする○次に放散虫標太支持用スライトダラ

スの上にべンゾールを一席垂らL､この甲に艦舵を軽く浸して鹿を少L移す○この操作を何

凹か練返えすうち旺強放射論粒子が但紙からスライドグラス旺捗る0それを…ヵウンタで

碓讃し､残った僅かの盤をベンゾー几弓こ浮かせて針先でステイけラスの面上旺一杯に拡げ

る○如こ幅1･5茄咄のスリットを切りとった厚さ2闘くらい仏具鏡板で端窓型8混管の窓を

おおい､この裏鏡板の前面旺そってスライドグラスを移動させる0…ヵウンタの計数勧､

ら弘放射能粒子がスリットの幅内に入ったことが確かめられると､スライドグラスの菓軌こ

スリット忙そって線を引く｡

動こスライドグラスを9ロ鑑回転して上と同じ操作を行なうと､線の交点約2御物四角

の甲に蛾放射能料子が位置づけられることになる0この線の交点の部分の良を残Lて他の鹿ほ

ほきれいに拭きとってLまい､交点に残った鹿をペンゾールに浮かせてステイけラス面上

忙拡げ､再び川カケニ′タで粒子の位置づけを行なう○この操作を2-5回繰返えすうちに

線の交点忙10個内外の盛の粒子しか存在しないよう旺なる0こうなると､鮎徴鏡下で粒子

を針先に亜く付窟させて攻ぎ次ぎと拾い上げ､8Mヵウニ′タで亜放射能粒子を碓懲すること

ができる｡

肛)粥放射能粒子の放散兢儲劇

いく

監視

もの

T

とめ

放射

邑な

よう

iい 弥

強

ほ巴｣

れ.た
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ツ卜したもので､粒子の放射能が大きいほど一粒径が大きいほど-fr乱Ctlon8tlon

∂ff｡｡tが大きい幌向が諦められる｡10も叫ま…c叶14㌔｡に比べると加｡ti｡n出血

8rf8Ctを大きく受けているの鼠ならず｣他の軍輔車突から嘘めて小さいフォールアウト粒

子に至るまで及ぼされていると推測される｡T乱bl01の最下部に掲げてあるDn8t 8乱皿醍0

(A〕は大阪府立病院手術室の給気開エヤフイ几･タ(金属メッシュ製)に付着していた魔の一

瓢であり､Du牒t 8amp18〔8】ほこの腹からオートラジオグラフにスポットを生じる極度

のフォールアウト粒子を抜き凝ったもので､比較的敏和なフォール丁ウト粒子の良の集合であ

ると左られる｡これらq)SaTnPleについ{もfr孔Ction&tlon
factor を計算した,

19占1年11月17日の降雨(雨量五王占椚りの降り始め0-1孤鳳の雨水試料椚1ロ0皿ゼ

おょび平均雨水試料酌50gをそれぞれ蒸発乾閲してJ線スペクトルを珊定Lた｡これらを

Fig 5忙示｡向者のスペクトル分布の相異は明らか旺降り始めの雨水試料甲にかなりの鯖放

射能粒子が謳在していたこと智示す｡耐水の放射化学的分析を行なうような場合､放射能東壁

が削､という理由から降り始めの耐の左を集めこれを分析試料にすると､平均の雨水の分析結

果とほ果なった結果を得る場合があろう｡なお､雨水やた気の放射紀に触らず､態々の環境物

且忙含まれる放射能を調査する場合も､fr8¢tion 8ffo亡tが認められるような試料中

にほ強放射能粒子が含まれていると｢応考えてよかろう｡もし試料の全放射能のうちで親政射

詑粒子の放射能の占める割合が七きければ､このような試料について得られたフォール丁ウト

祀まぼ池l芸‡石首`エー｣粋忙: ヽうr }轟;しヽ尋
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大気浮温陰放射能出産測定値や′巧リキlこ執する薯察

大阪府立放射線中央研究所 兵 重 曹 推

0鹿 田 先.松 並 忠 男

吉 川 和 子,東 俊 雄

大気甲に存在する自然放射性物宜が極めて一様に分而しているのに反して､フォールアウト

は七小さまぎまの放射能を稽びた政粒子を含んでいる○特旺大型核爆発畢轍の直後でほ､わが

国のよう忙爆発地から遠慮の地域忙までも1個で数十叩eに達する法政射祀7オール丁ウト

堪子の飛来を左ることがある0このような場合忙は試罰の採砺屈が不合理であるとフォール丁

ゥト濃圧倒這値忙極めて大きい誤差を生じる可能性がある○試料床板畳の適正値ほ､勿論その

とぎのフォール7ウトの落下状脚こよって変わってくるから一概忙きめることばでぎないっわ

れわれは特殊な空中浮遊臨採取用舟型白uCtOn b的止を製作し､試料採取丑の適正値に関

する検討智試克也

占止Ctlon h8a且の檻統受け枠ほ一日が15孤爪角の金網である｡これに直径18･5仇のた

朝敵統〔東洋亜紀麒5A〕を取り付け､約400g/皿1nの速度で空気を地上約4mの軒先

から吸引塩過Lて集塵試料を作製した○枠の網目に沿って湛紙骨多数の正方形忙切断し､各々

の断片の放射能を報道したっ濾紙の空気遭抗が場所によって幾分毒があるかも知れないが･切

汁旭肘鮨の討憾惜乃バラツキは大気中のフォルアウトの不均一分布の目安を与えると考えられ
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剰定伍托原研周辺5ケ所の連続観測値の金平埼値である｡フォール･アウトによるJ線監事

の最高ほ19dl年10月2占日に観測きれたd最小1rである｡βJ線量率､r線丑率の時

間変化あるいは日変化としての上昇ほともに天気甲魔境放射能の増加や降雨時期に一致してお

り､掛こ降雨による上昇がいちじるしい｡今回のフォール･アウトで特にいちじるしい特徴は

19占1年10月25日9時より.20時頃の間と11月5日12時頃から翌d日15時頃まで

の問に大畠のフォール･アウトがあったことで､とくに11月d日に観測きれた粒子は最高

8.5XlO-`2Mc(11月9日に軋定し､11月d日に外坤､標準線源川4TIJを示し､

その分布状況は1Xlロー2Me且上のものについて約仁拍rti亡1e8.ぷその平均値軋

5.DXlロー空Mc/如rticleであった｡牙5図は11月17日-2ロ日におこなったサー

ベイの結果である｡なお11月占日旺採集した粒子は′藤波高分析の結見粒子甲に組成のも

がいがみられず､その生成期日は叔衰曲線より1ロ月51日頃と推定された○･これらからの外

琶照射線虫率の増加ほ極めて原著であるとともにまた短時日で兢表した■牙4図は放射線観測

顔におけるβJ線量率の変化隠蔽である｡(川管ほJ鹿皇統に使用きれてt､るものと同一で-

β繰遮蔽筒をとりはづした状態で屋上20珊の位置旺垂直に設置されている｡

Xlロー12/JCノ心ユ

牙1国 夫気甲塵瑛放射能の月別平均値

皿%

5.D

2.5

2.0

1.5

1.0

ロ.5

粒



ep皿 才4図 放射線儲測所におけるβ′線宜率の変化

25 5ロ 1

19占1.11

5 10 1･5

日本原子力研究所敷地内およぴモの周

辺の放射能調査
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々のエネルギーが占める割合をもとめた｡その結果は牙1図にしめすよさな時間変化がえられ

た｡19d2年8月のものは､この各々の曲線から大きくづれてきている｡牙1固からみると

各エネルギーが占める割合は時間踵過とともにスム【スな連続変化をしめしている｡また大き

な割合を占めている0.7占MOV(95zr.95Ⅳbト0.5丸正8V(105R軋108R血J､0.14

MeV(141c臼､144c8jの5つのエネルギーについて与るとその時間変化がHuntor

an且.]Ballouの表とかなり近い傾向をLめしている｡.臥上のことから､少なくとも19dl

年9月から19占2年7月までの核種の混合の割合に壮一様性があつたと鼠ることができる｡

即ち核分裂によって生じた枝分裂生成物が､そのまま時間経過をした実馳皇系の状態旺かなり

近いものであったともいえるであろう｡これは19dl年故に再開された核爆発実験の期間が

比較的短かかつたことにも起因すると思われる｡

一方19dl年9月より19d2年9月までのエネルギー分布よりフォール7ウトの平均′

韻エネルギーをもとめると､牙2図のようにエネルギー舟布が臭っても平均エネルギーは変ら

ず､ロ.70M8Vとはとんど一定の値をしめしている｡

比
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レーション式放射線モニターの連続測定値をt肘近の運動場での測定値および敷地内の科抑ヒ

草空地に設置Lたモニターの僻殊シールド付シンチレーサヨ㌢式と電離箱式の線量審計で戟正

Lた仙であ七､｡

5地点の猷にかなりの差が認めら山一般に耶fの値が低い｡これは他に比Lて理想的場

所が迅々の瑚柑により細られなかつたので､場所虹よる削､が大きく朗軋ていると思われる｡

しれ千糞市､偵貌賀市の2地点の値の大きいの軋上記の原因のほかに､判定がある特定の

知時批行なゎれていること｡測定器のエネルギー臨存性･感此の変化などによる問題などの

換訂すべき点が残きれているよぅに考えられる｡

この線量軸､摘舶線量を計凱た招来ほ下表のよ純なる｡理研の連続測定値と此軌

てみると､判定のなされた特定の日もLくほ特定の時間がtたまたまフォール･アウトによる

線量率が高いか-または低いかによってt実際の月間線量よりも多く見硬ったり少なく見境っ

たけることになり､連続測定値からの計算に此L倍額度が低いもの忙なることが乃かった｡

フォール･アウトによる月間外部被爆線量

年 月

19占1 日eア

軍

転
:三::き;::5
加e. 豪2.5
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る｡

(2J大型シンテレ一夕ー上に標本土塊智つめた円筒容器智置いてガンマ癖分析にかける｡

卸 大型シ∵′チレークーの上面及び側面を大量の墳本土藁でつつ左､ガン･-線分析にかける｡

自己吸収の補正は.既知強度のヱr粥一別バら をき丸いな土壌甲に混入L､CP日対Dfs

の比を求めることによって行なった｡

〔装 置〕

デテクター‥･マッチドゥインドー型4′J声X4〃N且Ⅰ(TIJシツチレークーヘッド

波高分析器‥･RC工J25dチヤγネル波高分析器

軸 遮 蔽･･･10仇pl)

〔結 果〕

(1)裸足分布(相対此j

採取地

三--一言一一芸本l軌定日t

千 葉
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許-89智添加Lたもの智使用Lt性質変化ならびにその回復法の実験の場合馴土呂r一郎甘

酢加しない新鮮乳管用いた｡

牛乳と棚旨の接触時間が除去靴及ぼす影響の挽討軋バッチ法によ帽なった｡樹脂とL

ては加1叩X紺吼舶用叩1it呵R-12ロおよぴA皿berli七日工Rロー50を用い各々

の樹脚こついてt牛乳一口0吼ピに対L樹脂10柁納L･マグネチックスターラーの上で

1､10t占0およぴ12ロ分間拐拝Lたのちその波紋の｢定量を採取しt灰化後備蘭僅恐用

いて邑r-89菅分離Lてその放射能を副凱た｡璃脂と牛乳の此が放射能の除去に及ぼす影響

ほ､カラム払とバッチ法旺ついて行なった｡カラムほ牙1固に示したサイホン式あヵラムに

ロOWeX50甘-X12､20-5ロメツ長の樹剛以後単に樹膚･と略記するJを5.10､5摘

よぴ1ロ0紺つ入れtこれに牛乳1gを董削1占℃j七毎分5ロー5D訊gの流速で流L

たロ抗出紋は1ロロ吋侮に糊軋､その牙5､オ5t牙7番的区分について分析を行なっ

た｡バけ法ほt牛乳と棉脂の此が200:ト･100:1､2ロ:1tlロ:1およぴ2:

1になるよ沌樹脂および牛乳補強L､マグネチック郎一戸ーの上で50分職陣L､挽

般の一足罠智とって分析に供Lた｡

カラム法旺おける流速が放射能の除去監及ぼす野馳ついては､樹脂と牛乳ゐ此を1:1ロ

に伐ち､流速をかえて牛乳を流しi流出馳100m飽に舟取L七そのオ5､才5およぴオ

7番目の区分且ついて分析智行なった｡

比棚状畳の牛乳の剋理巽駄はカラム法とバッチ敵っいて行なった｡カラム勤王､樹府

55ログを内径5叫高さ占ロmのサイホン式のカラム旺つめtlロゼの牛乳を毎分150

よ

脱

が

い

場

ど

で

な

て



軋よりも足型樹脂で処理Lた牛乳の万がすぐれていることが明らかにきれた｡

杵g8の除去率智高ぬまたイオン梵喪地理乳の性質変化をできるだけ少なぐする目的でE封a

ご∈C昭倉型御宿について同様な実駅を行ない一応可成果を待たが次の報告にゆずる｡

要 約

Ca塾イオ才交樹脂による牛乳甲の放射性ストロンチウムの除去法について検討L､更た

イオ辛党挨処理乳の性質変化とその回復法肛ついて換討Lた｡

枇脂の祉放ほ放射能の除去率にあまり彰甘Lないがt加耶Ⅹ50W-Ⅹ12､2ロー50.メッ

シュの除去率がすぐれていた｡

- 樹脂と牛乳の接触時間が長くなる程除去率ほ高くなる｡

憮此の増加忙伴ない除去率ほ低下する0実用的馳比ほ1ロー2ロが適当であると認めた｡

イオン変換処理前旺牛乳のpHを5･5-5･4旺すると除去率ほ高くなる｡

イオン交換処理によってCa曹長が増加L､塩筑平衡の鼠だ丸紅伴なき各種の変化を認めた｡

増加LたCaを肋塾および町塾樹脂管用いて除去すること監よって封ヒLた性質智もと監

戻すことができに｡

師表:樹脂と牛乳の捷触時間が放射能
才1図 サイホン式イオン

の除去率に及ぼす影響 変換装監
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牙占薦:カラム法による流速の放射

能の除去率に及ぼす影響
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牙7表:比朝的大豊の牛乳処理旺よ

る放射能の除去実旗

琵;玉強此5ロ,バッチ法の場合ほ接触
時5ロ免カラム臨の場合は流速毎分

150呵g.
使用Lた樹月旨;Ⅱ和柁Ⅸ5印卜司2,2ロー･部

メッツユカラ成田径師明朗勤高き2占m｡

牙8表:Ca塾イオン交換脚旨凪理による牛乳の性質変化
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鼎洋丸採軍マグロの放射化学分析について

社団法人 舟析化学研究所

浅 利 氏 清,千 尭 盛 人

○有 木 督こ,舌 永 俊 明

クリスマス島周辺の頓操尭実験によっていかにマグロが席染きれているかヽ肉おょび内膜に

ついて各種の放射性物質の分析智行なった｡モの庶果を報告する｡

海底土の放射化学分析法に鶉ナす研究

社団法人 分析化学研究所

浅 利 氏 清,千 葉 盛 人

○渡 部 欣 愛,有 木 骨

原子力の平和利用の進展忙ともない放射性廃棄物の処理に関Lて､これむ海洋忙投棄するこ

とが問題になっている｡また原水駐英旗あるい札内陸からの托出専旺より海水が次牙旺汚染

きれつつあるのが現状である○海水に入った多くの放射性核種は次牙に海底土に沈硬L吸着保
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